
その他の損傷事例 

 

橋梁 そ 他 損傷とし は 支承および伸縮装置 損傷が主なも とし あげられる 橋梁のその他の損傷としては、支承および伸縮装置の損傷が主なものとしてあげられる。

以下に、それぞれの概要を述べる。 

 

１．支承の損傷 

支承は、上部構造から下部構造へ荷重を伝達するために、それらの境界に設けられた支

持部材であり 通常 橋台および橋脚の上部 主桁等の下部に設置されている持部材であり、通常、橋台および橋脚の上部、主桁等の下部に設置されている。 

支承の損傷としては、支承本体の腐食、沓座モルタルや台座コンクリートの破損に伴う支承

の傾斜・沈下、ローラーの脱落、アンカーボルトの抜けや変形などがある。 

また、支承における変状の発生は、他の上部構造部材の変状を誘発する場合がある。 

支承には、活荷重による桁の回転と水平荷重を伝達をする機能が必要であり、さらに可動

支承では温度変化による桁の伸縮を円滑にする機能が必要となる。しかしながら、支承が腐支承では温度変化による桁の伸縮を円滑にする機能が必要となる。しかしながら、支承が腐

食するとこの二つの機能は不良となり、桁の円滑な動きを阻害し、桁の亀裂、破断につながっ

たりして、最悪の場合、落橋につながる恐れがある。 

このため、支承における損傷に関しては、支承の機能状態も考慮して補修等の対応を行う

必要がある。 

 

２．伸縮装置の損傷 

橋梁上部構造は、温度変化によって橋軸方向に伸縮するが、伸縮装置は橋梁上部構造の

端部においてその伸縮を可能にするために設ける装置である。 
伸縮装置は輪荷重を直接支持し、なおかつ取付道路あるいは隣接径間から床版へと、剛

性の異なる部材への橋渡しを担い、衝撃も受けるなど、過酷な条件にさらされている。そのた

め、部材の破損や遊間の異常、排水装置の破損等の損傷が発生することがある。また、伸縮

装置取付部のコンクリートが損傷を受けることもある。 
また主桁端部の下に設置されている支承に損傷が生じることで桁が下がり、伸縮装置やそ

の前後の路面に段差が生じることもある。このような段差が生じた場合、車両が通過する際に

伸縮装置の片側に荷重が集中したり大きな衝撃を与えることになることから、伸縮装置の損

傷 ながる傷につながる。 
伸縮装置が損傷を受けた場合、車両の走行上、危険な状態となることがあるため、早急に

補修等の対応を行う必要がある。 
 



鋼部材全体に腐食が生じており 支承についてはその機能が損なわれている このため 大型
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支承の損傷支承の損傷    －由利橋：秋田県由利本荘市－由利橋：秋田県由利本荘市  －－  
ゆりきょうゆりきょう  あ き た け ん ゆ り ほ ん じ ょ う しあ き た け ん ゆ り ほ ん じ ょ う し  

平成１２年の点検（橋齢：６９年時点）で損傷発見 管理者：由利本荘市 

橋梁名 
ゆりきょう 

由利橋 

路線名 
 しどうゆりきょうどおりせん 

市道由利橋通線 

橋梁位置
あきたけん ゆりほんじょうし 

秋 県由利本荘市

鋼部材全体に腐食が生じており、支承についてはその機能が損なわれている。このため、大型
車の通行規制を行っている。 

秋田県 

橋梁位置 秋田県由利本荘市 

橋梁型式 鋼単純曲弦ワーレントラス橋 

橋長 １７５．６ｍ 

全幅員 ９．２ｍ 

竣工年度 １９３１年 

由利橋 

１４ｔの重量制限 
著しく腐食し支承としての機能が損なわれている 

限

コメント 平成12年度に実施した調査検討業務委託において、外観踏査や耐荷力照査等の調査を行い、
腐食また機能性の低下が確認されました。 

現在、架け替え工事中であり、平成２４年度に供用の予定です。 

（管理者：由利本荘市 建設部 建設管理課職員） 



伸縮装置部分からの漏水によって、支承の腐食および機能障害が生じていた。このまま放置し
た場合、橋梁構造への悪影響や路面段差の原因となることが考えられたため、平成１７年度に支

その他の損傷事例 

支承の損傷支承の損傷    －厚木跨道橋：神奈川県厚木市－厚木跨道橋：神奈川県厚木市  －－  
あ つ ぎ こ ど う き ょ うあ つ ぎ こ ど う き ょ う  か な が わ け ん あ つ ぎ しか な が わ け ん あ つ ぎ し  

平成１６年の点検（橋齢：３６年時点）で損傷発見 管理者：横浜国道事務所 

橋梁名 
あつぎこどうきょう 

厚木跨道橋 

路線名 一般国道２４６号 

橋梁位置 
かながわけん あつぎし 

神奈川県厚木市 

3径間連続ＲＣ中空床版橋、5

た場合、橋梁構造への悪影響や路面段差の原因となることが考えられたため、平成１７年度に支
承の交換を実施した。 

神奈川県 

橋梁型式 
径間連続 中 床版橋、

径間連続鋼溶接非合成鈑桁橋、
3径間連続ＲＣ中空床版橋 

橋長 ２３０．０ｍ 

全幅員 １７．０ｍ 

竣工年度 １９６８年 

交通量 ７３，７６０台／日 

厚木跨道橋 

損傷部位損傷部位

著しく腐食し支承としての機能を失っている 支承が腐食するとともに土砂詰まりしている 著しく腐食し支承としての機能を失 て る

コメント 

コメント 平成１６年度の橋梁定期点検により支承の損傷を発見し、平成１７年度に早急に支承の交換を実施しました。 

狭い場所での施工のため、支
承の撤去及び設置に大変苦労
した補修工事でした。 

毎日利用している橋なので、
毎日安全に走れるよう管理して
欲しいです。 

（３０代男性 地元の方） （工事関係者） 



支承部において脱落等の著しい損傷が生じていた。このまま放置した場合、損傷の拡大・進行
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支承の損傷支承の損傷    －府内大橋：大分県大分市－府内大橋：大分県大分市  －－  
ふ な い お お はしふ な い お お はし  おおいたけんおおいたしおおいたけんおおいたし  

平成１７年の点検（橋齢：２５年時点）で損傷発見 管理者：大分河川国道事務所 

橋梁名 
ふないおおはし 

府内大橋（下り） 

路線名 一般国道１０号 

橋梁位置 
おおいたけん おおいたし 

大分県大分市 

単純鋼合成鈑桁橋 径間

支承部において脱落等の著しい損傷が生じていた。このまま放置した場合、損傷の拡大 進行
や路面段差による道路利用者の事故原因となることが考えられたため、早急に補修を行った。 

府内大橋（下り） 

橋梁型式 
単純鋼合成鈑桁橋、3径間
連続鋼非合成箱桁橋 

橋長 ２７６．３５ｍ 

全幅員 １１．５ｍ 

竣工年度 １９８０年 

交通量 ５１，２３１台／日 

大分県 

損傷部位 

露出したローラーの発錆 

ローラー支承のカバープレートの脱落 

コメント 支承の損傷は、その殆どが伸縮装置部からの漏水を原因とする事象であり、さらに支承周りの排
水処理が不十分である事により、損傷を助長させているケースが多く見受けられます。 

当該橋梁も同様の原因による発錆と考えられ、対策として支承補修の他に排水処理及び防錆処理
を実施しました。 

なお新設時には、特に橋面上の排水構造等を十分考慮した設計・施工を実施する事で、漏水等に
よる損傷の進行速度の低減が可能であり、橋梁の長寿命化が期待できると考えます。 

(管理者：大分河川国道事務所職員） 



伸縮装置のフィンガー部分に亀裂と破断が生じ 交通に障害を及ぼす危険性があったため
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伸縮装置の損傷伸縮装置の損傷    －大江橋：北海道余市郡仁木町－大江橋：北海道余市郡仁木町  －－  
お お え ば しお お え ば し  ほっかいどうよいちぐんにきちょうほっかいどうよいちぐんにきちょう  

平成１８年の点検（橋齢：４３年時点）で損傷発見 管理者：小樽開発建設部 

橋梁名 
おおえばし 

大江橋 

路線名 一般国道５号 

橋梁位置
ほっかいどうよいちぐんにきちょう 

北海道余市郡仁木町

伸縮装置のフィンガー部分に亀裂と破断が生じ、交通に障害を及ぼす危険性があったため、
伸縮装置の取り替えを行った。 

橋梁位置 北海道余市郡仁木町

橋梁型式 鋼鈑桁橋 

橋長 １２７ｍ 

全幅員 ９．５ｍ 

竣工年度 １９６３年 

交通量 １０，７０７台／日 

大江橋 

北海道 

伸縮装置取替 
1 2 6 . 8 0 
4 1 . 2 0 4 1 . 2 0 4 1 . 2 0 

伸縮装置取替 

損傷部位 

伸縮装置のフィンガーの亀裂 

伸縮装置の取り替え 

補修 

フィンガーの破断 

 現道上での交通規制を伴う作業となるため、一般交通への影響を考慮し、車両待ち時間
の短縮および飛散防止対策（防護板設置）を実施しました。また、緊急を要するため施工期
間を短くするように努めました。 

コメント 

（工事関係者：乳井 敏明さん） 



橋梁の伸縮装置において路面段差が生じていた。原因は、桁下に設置された支承が損傷してい
たためである このまま放置すると路面の段差が増大し 交通に障害を及ぼすこととなるため
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      伸縮装置の損傷伸縮装置の損傷    －長野大橋：長野県長野市－長野大橋：長野県長野市  －－  
ながのおおはしながのおおはし  ながのけんながのしながのけんながのし  

平成１６年の点検（橋齢：３５年時点）で損傷発見 管理者：長野国道事務所 

橋梁名 
ながのおおはし 

長野大橋 

路線名 一般国道１８号 

橋梁位置 
ながのけん  ながのし 

長野県長野市 

たためである。このまま放置すると路面の段差が増大し、交通に障害を及ぼすこととなるため、
平成１８年度に早急に補修工事を実施した。 

長野大橋 

橋梁型式 
2径間連続鋼箱桁橋、3径間連
続鋼箱桁橋、2径間連続鋼箱
桁橋 

橋長 ５００．３ｍ 

全幅員 ２２．８ｍ 

竣工年度 １９６９年 

交通量 ６２，７１４台／日 

長野県 

損傷部位 

支承ローラーの脱落、沓座モルタルの破壊 

段差の発生 

 
 

コメント ・平成１６年度の橋梁定期点検により、伸縮装置と支承の損傷を発見しました。その後、桁の落下を
防ぐため、応急復旧措置として仮受けサンドル設置の設計を行いました。定期点検の重要性を実
感できた出来事です。                              （点検者：原島 武政さん） 

・応急復旧工事は、流水部上であり、サンドル設置に大変苦労しました。 
                                          （工事関係者：小山 倫里さん） 
・補修工事は、損傷した支承を新しい支承に取り替え、伸縮装置での路面段差を解消しました。既

設橋梁であり、支承の取替えには、高さ・水平度の精度管理に大変苦労しました。 
                                          （工事関係者：頴原 謙三さん）            原島 武政さん 
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伸縮装置の損傷伸縮装置の損傷    －清水橋：宮崎県西都市－清水橋：宮崎県西都市  －－  
きよみずばしきよみずばし  みやざきけんさいとしみやざきけんさいとし  

平成１４年（橋齢：３４年時点）に通行者からの通報に基づく調査で損傷発見 管理者：西都市 

橋梁名 
きよみずばし 

清水橋 

路線名 
    とのこおりせん 

（１）都於郡線 

みやざきけん さいとし おおあざ きよみず

伸縮装置が劣化しており、車両通過の際に異常音が発生している。支承の腐食も進行している
ため、大型車の通行規制を行っている。 

宮崎県 

橋梁位置 
みやざきけん さいとし おおあざ きよみず

宮崎県西都市大字清水 

橋梁型式 ＰＣ単純Ｔ桁橋 

橋長 １４６．２ｍ 

全幅員  ６．７ｍ 

竣工年度 １９６８年 

交通量 ３，０００台／日 

清水橋 

腐食が進行している支承 

 
 
                                                                           

伸縮装置が損傷し、舗装にひびわれが
生じている 

コメント 本橋梁は1級市道都於郡線にあり、地元の生活道路としても重要な役割を担っています。平成１
４年に地元住民から通行時の振動があるとの通報を受けて、現地調査を行った結果、伸縮装置
等が経年劣化により損傷 しており、９ｔ以下の重量規制を行いました。 

平成１５年に改修計画を作成し、１８年に改修工事に着手したところです。 

（管理者：西都市 建設課 技師 矢野 和洋さん） 


